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No.
169令和７年（2025）

11月15日発行

ふくおか

市議会
だより

市議会ホームページから議会日程や議案、会議結果、議会中継（ライブ・録画）などがご覧いただけます。福岡市議会 検索

可決した主な議案

令和７年９月定例会

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

な
ど
を
踏
ま
え
、市
営
住

宅
の
入
居
者
資
格
を
拡
大

す
る
な
ど
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

福
岡
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

議案第
173号

　
志
賀
島
循
環
線
等
災
害
復
旧
工
事
や
街

路・河
川
整
備
事
業
の
予
算
、学
校
給
食
の

食
材
費
高
騰
対
応
及
び
ア
レ
ル
ギ
ー
等
で

給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
子
の
保
護
者
へ
の

給
付
の
予
算
な
ど
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
12
億
３
５
８
５
万
６
千
円
増
額
）

議案第
168号

　
消
防
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、

東
区
み
な
と
香
椎
一
丁
目
に

消
防
署
出
張
所
を
新
築
す
る

も
の
で
す
。

東
消
防
署
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
出
張
所

（
仮
称
）新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

議案第
180号

福
岡
市
営
渡
船（
志
賀
〜
博
多
間
）

新
船
製
造
請
負
契
約
の
締
結

議案第
179号

　
右
の
議
案
の
う
ち
、議
案
第
168
号
に
対
し
て
日
本
共
産
党
福
岡
市
議
団
か
ら
反
対
討
論
が
、議
案

第
168
号・173
号・179
号・180
号
に
対
し
て
無
所
属
議
員
１
人
か
ら
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　令和７年第４回福岡市議会（９月

定例会）では、市長から提出された

議案44件を審議しました。うち、令

和６年度決算関係議案23件につ

いては、定例会中に決算特別委員

会を開き、審査しました。（→４面）

10月８日 本会議
◆決算関係議案（決算特
別委員会委員長報告・
討論・採決）
◆意見書案の採決（➡４面）

10月７日 決算特別委員会総会

10月６日 決算特別委員会総会
◆質疑

◆意見開陳・採決

９月９日
10日

常任委員会
◆議案の審査等

９月４日
〜   
８日

本会議
◆一般質問（➡２・３面）

９月19日
〜   
24日

決算特別委員会総会
◆質疑

９月25日
〜   

10月１日

決算特別委員会分科会
◆決算関係議案の審査

９月11日 本会議
◆議案（常任委員会委員
長報告・討論・採決）

９月18日 決算特別委員会総会
◆決算概要説明
◆監査委員からの意見聴
取

９月３日 本会議
◆議案（提案理由説明・
質疑・常任委員会付託、
決算特別委員会設置・
付託）

日程と概要

こども議会体験会の様子は
ホームページにも掲載しています。

議会や議員の仕事について知ってもらうことを目的に、７月
30日と８月１日の２日間で計４回開催し、小学４～６年生
とその保護者など計91組に参加いただきました。
本会議体験のほか、議場見学、市議会の役割やしくみを紹介
するＤＶＤの視聴、議長・副議長への質問などを行いました。

全
員賛成

賛
成多数

全
員賛成

全
員賛成

〈本会議体験の様子をご紹介〉

議案や賛否一覧は
こちら

● 議会の雰囲気や進め方を知ることができ、議員、議長、市長
　 の議会での仕事が分かった。
● 議員の仕事をやってみたいと思った。
● 議会のことを実際の議場で学べて、貴重な体験だった。

１ 開会 ２ 市長の議案説明

市長役
臨時議長役 議長役

こども を開催しました！
議会体験会

市長、

質問しま
す！

3 議案についての質問と答弁

こどもたちの感想

４ 採決

こども議会を
開会します。

議案
「スマートフォンの
小学校への持込みを
認めることについて」
を提案します。

　
志
賀
〜
博
多
間
で
運
行
す
る

市
営
渡
船
の
老
朽
化
に
伴
い
、

新
た
に
旅
客
船
を
製
造
す
る
も

の
で
す
。

※土・日・祝日は休会

まず、臨時議長による進行のもと、議長の選挙を行います。
議長が決まったら、議長が進行を行います。

議員役

お答えします！

市長役

最後は議場
で記念撮影

市長の説明や答弁などを踏まえて、
多数決で決めます。
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全
国
で
も
、
多
種
多
様
な
手
法

で
学
校
を
休
み
が
ち
な
児
童
生

徒
へ
の
支
援
が
図
ら
れ
て
い
る
。
メ
タ

バ
ー
ス
を
活
用
し
た
伴
走
支
援
に
つ
い

て
、
市
は
積
極
的
に
研
究
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
伴
走
支
援
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
居
場
所
と
し
て
の

機
能
は
あ
る
が
、
参
加
状
況
等
が
確
認

で
き
な
い
と
い
う
安
全
管
理
等
の
課
題

も
あ
る
。
他
都
市
の
動
向
を
踏
ま
え
、

メ
タ
バ
ー
ス
等
の
新
し
い
仕
組
み
も
含

め
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

特
別
支
援
教
育
・
多
文
化
教
育

等
の
新
し
い
対
応
や
保
護
者
・

地
域
か
ら
の
多
様
な
期
待
等
に
よ
り
教

員
の
働
き
方
は
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
教
員
が
授
業
や
生
徒
指
導
に
専
念

で
き
る
環
境
づ
く
り
こ
そ
市
の
責
任
あ

る
働
き
方
改
革
と
考
え
る
が
所
見
を
。

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
最
大

限
引
き
出
し
、成
長
を
促
す
に

は
、学
校
、家
庭
、地
域
、行
政
が
連
携

し
、役
割
と
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ

る
。今
後
と
も
、教
育
委
員
会
と
連
携

し
、教
員
が
生
き
生
き
と
子
ど
も
と
向
き

合
え
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

発
達
に
特
性
が
あ
る
子
ど
も
の

生
き
づ
ら
さ
が
拡
大
し
な
い
サ

ポ
ー
ト
が
重
要
。
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
が
十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境

整
備
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
評
価
と
今
後
の
充
実
を
問
う
。

自
閉
症
・
情
緒
障
が
い
特
別
支

援
学
級
の
大
幅
な
増
設
な
ど
の

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
特
別
支

援
学
校
の
新
設
に
よ
り
職
業
教
育
に
重

点
を
置
い
た
教
育
で
就
労
の
幅
を
広
げ

て
い
る
。
今
後
と
も
、
一
人
一
人
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
多
様
な
学
び

の
場
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も

や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
つ
ま
び
ら
か
に

し
て
必
要
十
分
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
検

討
す
る
た
め
の
大
々
的
な
調
査
が
不
可

欠
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

教
育
に
お
け
る
課
題
や
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
す
る
中
で
、
教
育
施

策
を
推
進
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
実
態
や
ニ
ー

ズ
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
課
題
や
対
象
者
に
よ
り
適
切
な
方

法
を
と
り
な
が
ら
、
き
め
細
か
く
把
握

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
進
学
に
伴
い
、
生
活
ス

タ
イ
ル
が
変
わ
る
こ
と
で
仕
事

と
育
児
の
両
立
が
難
し
く
な
る
「
小
一

の
壁
」
を
、
家
庭
だ
け
で
な
く
社
会
全

体
で
受
け
止
め
る
こ
と
で
、
子
育
て
の

し
や
す
さ
を
さ
ら
に
実
感
で
き
る
市
に

な
る
と
期
待
す
る
が
市
長
の
所
見
を
。

市
で
は
社
会
全
体
で
子
ど
も
と

子
育
て
家
庭
を
見
守
る
と
と
も

に
、仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
な
ど
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
、引
き
続
き
、教
育
委
員

会
と
連
携
し
、子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

子
育
て
に
は
家
族
を
含
め
周
り

の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
乳
幼

児
を
持
つ
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
い
、
交
流
し
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み

を
相
談
で
き
る
場
は
あ
る
か
。
ま
た
、

市
役
所
で
も
シ
ニ
ア
世
代
の
育
児
参
加

を
促
進
す
る
孫
休
暇
の
導
入
検
討
を
。

子
ど
も
プ
ラ
ザ
を
市
内
14
カ
所

に
、
公
民
館
な
ど
に
地
域
の
見

守
り
の
も
と
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン
を
開

設
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
職
員
の
勤
務

条
件
に
つ
い
て
は
、
他
都
市
の
状
況
な

ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
方
公
務
員
法

に
基
づ
き
適
切
に
対
処
し
て
い
く
。

核
家
族
化
が
進
む
本
市
に
お
い

て
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
ニ
ー
ズ

は
と
て
も
高
く
、
産
後
を
社
会
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
さ
ら
な

る
充
実
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
受
け
皿
の
確
保
や

利
用
者
負
担
の
軽
減
な
ど
事
業
を
充
実

し
て
き
た
が
、
引
き
続
き
、
質
の
担
保

を
図
り
な
が
ら
、
受
け
皿
の
確
保
に
加

え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
利
用
し
や
す

い
事
業
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

吉
武
高
木
遺
跡
は
、
地
域
の
関

心
と
期
待
が
非
常
に
強
く
、
よ

り
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
、
潜
在
的

な
可
能
性
が
高
い
。
遺
跡
の
魅
力
を
発

信
し
、
そ
の
価
値
を
未
来
に
つ
な
ぐ
取

り
組
み
を
丁
寧
に
進
め
ら
れ
た
い
。
今

後
の
遺
跡
の
活
用
に
つ
い
て
所
見
を
。

市
民
が
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
持
ち
、
市
内
外
か
ら
の
来
訪

に
つ
な
が
る
よ
う
、
周
辺
を
巡
る
回
遊

ル
ー
ト
の
情
報
発
信
や
、
史
跡
に
つ
い

て
学
ぶ
場
の
提
供
な
ど
、
吉
武
高
木
遺

跡
の
活
用
に
つ
い
て
さ
ら
に
地
域
や
関
係

機
関
か
ら
意
見
を
求
め
て
い
き
た
い
。

祭
り
・
行
事
等
の
無
形
民
俗
文

化
財
を
保
存
・
継
承
し
て
い
く

た
め
の
課
題
と
な
る
、
自
治
を
支
え
る

核
と
な
る
住
民
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
全
の
視
点
で
の

施
策
が
不
十
分
と
考
え
る
が
所
見
を
。

無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
・
継

承
を
担
う
地
域
の
活
動
は
重
要

で
あ
り
、
博
多
祇
園
山
笠
等
の
地
域
団

体
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
支
援

を
郷
土
愛
の
醸
成
や
地
域
の
活
力
に
つ

な
げ
、
歴
史
・
文
化
資
源
の
魅
力
を
発

信
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
無
形
民

俗
文
化
財
の
保
存
・
継
承
に
取
り
組
む
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
世
界
に
発
信
す
る
な

ど
、
市
独
自
の
食
文
化
や
自
然

を
強
調
し
た
戦
略
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
新
た
な
モ

デ
ル
構
築
が
期
待
で
き
る
。
よ
り
多
様

な
国
々
か
ら
の
誘
客
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

観
光
消
費
の
拡
大
は
重
要
で
あ

り
、
質
の
高
い
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
開
発
や
西
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
て
市
の
魅
力
を
発
信
し
、

多
様
な
国
や
地
域
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
振
興
に
取
り
組
む
。

日
韓
航
路
は
30
年
以
上
に
わ
た

り
、
日
本
と
韓
国
、
本
市
と
釜

山
広
域
市
の
人
的
交
流
の
一
翼
を
担
っ

て
き
た
。
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ト
ル
の
撤
退

は
非
常
に
残
念
で
あ
り
、
今
後
、
航
路

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

博
多
港
と
釜
山
港
を
結
ぶ
船
舶

に
よ
る
日
韓
航
路
に
つ
い
て

は
、
30
年
以
上
に
わ
た
り
日
韓
の
人
的

交
流
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
航
路
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
、
実
績
の
あ

る
船
会
社
と
協
議
を
行
う
な
ど
、
航
路

誘
致
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
天
町
・
パ
ル
コ
周
辺
街
区
等

の
再
開
発
に
つ
い
て
は
、
天
神

の
中
心
部
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
官
民
が
連
携
し
て
取
り
組

ま
れ
た
い
。
市
と
し
て
も
国
と
補
助
制

度
活
用
の
協
議
を
進
め
る
な
ど
、
し
っ

か
り
支
援
さ
れ
た
い
が
所
見
を
問
う
。

公
共
性
の
高
い
都
市
基
盤
の
創

出
に
当
た
っ
て
は
、
官
民
連
携

し
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
建
物
の
耐
震

性
向
上
や
天
神
と
大
名
を
つ
な
ぐ
通
路

機
能
の
継
承
、
新
た
な
地
下
歩
行
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
向
け
、事
業
が
円
滑

問答

答答

　
９
月
４
日
、５
日
、８
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。一
般
質
問
と
は

市
政
全
般
に
つ
い
て
市
の
考
え
な
ど
を
聞
く

も
の
で
、25
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
会
派
名
は
略
称
で
す
。（
正
式
名
称
は
欄
外

参
照
）

に
進
む
よ
う
国
と
協
議
し
て
い
く
。

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡

地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

都
市
基
盤
整
備
の
今
後
の
予
定
は
。
ま

た
、
ま
ち
全
体
で
ス
マ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

を
ど
の
よ
う
に
実
装
さ
せ
て
い
く
の
か
。

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
令

和
７
年
秋
に
原
田
箱
崎
線
が
供

用
予
定
で
、
今
後
、
貝
塚
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
や
駅
前
広
場
の
整
備
に
着
手

す
る
。
優
先
交
渉
権
者
で
は
ス
マ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
を
ま
ち
全
体
で
実
装
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
市
も
連
携
し
て
便
利

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
サ
ー
ビ
ス
が
継

続
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

庭
木
の
管
理
が
行
き
届
い
て
い

な
い
住
居
に
つ
い
て
、
近
隣
住

民
か
ら
お
困
り
の
声
が
増
え
た
。
緑
を

増
や
す
こ
と
は
大
切
だ
が
、
迷
惑
を
被

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
ず
市
民

の
緑
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
が
必
要
だ

が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
向
け
所
見
を
。

行
政
、
市
民
、
企
業
等
す
べ
て

の
主
体
で
緑
を
守
り
、
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
大
事
で
、
市
民
の
意

識
の
醸
成
は
大
切
で
あ
る
。
今
後
と

も
、み
ど
り
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、市

民
や
企
業
等
と
の
共
働
に
よ
り
み
ど
り

の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

路
線
バ
ス
の
大
幅
減
便
対
策
に

つ
い
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

等
の
生
活
交
通
支
援
は
補
助
的
・
補
完

的
で
あ
り
、
既
存
の
バ
ス
路
線
の
維
持

が
重
要
で
あ
る
。
大
幅
な
減
便
に
、
今

後
、
市
は
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

今
後
と
も
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
、
交
通
事
業
者
と
連
携
し
、

バ
ス
路
線
維
持
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
条
例
に
基
づ
く
休
廃
止
対
策
や
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
支
援
拡
充
、
自
動

運
転
等
の
先
端
技
術
の
活
用
も
含
め
、

多
様
な
交
通
手
段
を
連
携
さ
せ
、
持
続

可
能
な
生
活
交
通
の
確
保
に
取
り
組
む
。

手
話
言
語
条
例
に
関
し
て
は
、

当
事
者
団
体
か
ら
の
請
願
を
始

め
、
条
例
制
定
を
求
め
る
質
問
も
行
っ

て
き
た
。国
は
手
話
施
策
推
進
法
を
、県

は
条
例
を
制
定
し
た
。
国
、
県
の
動
向

を
見
据
え
、
市
も
条
例
を
制
定
す
る
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
が
所
見
を
。

市
障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
に

お
い
て
基
本
理
念
を
定
め
、
区

役
所
へ
の
聴
覚
障
が
い
者
支
援
員
配
置

や
手
話
通
訳
者
派
遣
な
ど
の
手
話
施
策

を
推
進
し
て
い
る
。
本
条
例
は
手
話
を

言
語
に
含
む
と
し
て
お
り
、
引
き
続

き
、
手
話
施
策
の
推
進
に
取
り
組
む
。

６
月
、
最
高
裁
は
生
活
保
護
費

減
額
処
分
の
取
り
消
し
を
命
じ

る
判
決
を
下
し
た
。
国
に
差
額
の
遡
及

支
給
と
保
護
費
増
額
を
求
め
る
と
と
も

に
、
市
独
自
の
上
乗
せ
や
制
度
運
用
の

充
実
を
図
り
、
保
護
課
の
体
制
を
抜
本

的
に
強
化
す
べ
き
だ
が
答
弁
を
求
め
る
。

生
活
保
護
制
度
の
保
護
基
準
や

最
高
裁
判
決
は
、
国
に
お
い
て

適
切
に
対
応
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
制
度
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
専
門

知
識
を
有
す
る
人
材
の
配
置
な
ど
を
講

じ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
状
況
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

令
和
７
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た

手
話
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
を
踏
ま
え
、
市
に
お
け
る

障
が
い
者
の
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

の
拡
充
に
つ
い
て
市
長
の
決
意
を
問
う
。

聴
覚
障
が
い
者
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
や

支
援
員
の
配
置
、
避
難
情
報
配
信
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
情
報
発
信
な
ど
を
行
っ
て

い
る
が
、
本
法
律
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に

施
策
を
推
進
し
て
い
く
。
今
後
と
も
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
都
市
・
福
岡
の
実
現
に

向
け
、
し
っ
か
り
と
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
日
常
の
手

続
き
に
不
安
を
抱
え
る
人
が
増

え
て
お
り
、
成
年
後
見
制
度
は
、
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
心
強
い
仕

組
み
で
あ
る
。
市
と
し
て
制
度
を
広

め
、
利
用
を
支
え
る
た
め
の
拠
点
を
設

け
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
制
度
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

令
和
３
年
に
市
成
年
後
見
推
進

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
成
年
後

見
制
度
に
関
す
る
相
談
や
広
報
・
啓

発
、
成
年
後
見
人
の
支
援
等
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
後
見
人
等
の
報
酬
助
成

や
市
民
後
見
人
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

市
は
平
成
30
年
度
に
世
界
の
自

治
体
で
初
め
て
、
認
知
症
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ケ
ア
技
法
「
ユ
マ

ニ
チ
ュ
ー
ド
」
を
本
格
導
入
し
、
国
内

外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。
今
後
、

福
祉
分
野
を
含
め
、
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ

ー
都
市
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

平
成
30
年
に
認
知
症
フ
レ
ン
ド

リ
ー
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
始
し
、
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
普
及

促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
今
後
と
も
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、ア
ジ
ア
の
リ

ー
ダ
ー
都
市
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

市
の
清
掃
工
場
な
ど
に
お
い

て
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

不
適
切
な
廃
棄
に
よ
る
発
火
や
火
災
の

危
険
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
火
災
件
数

は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。
市
は
国
の

方
針
や
他
都
市
の
先
進
事
例
を
ど
う
分

析
し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

国
の
通
知
や
他
都
市
の
先
進
事

例
を
踏
ま
え
、回
収
体
制
の
強

化
や
普
及
啓
発
を
兼
ね
た
回
収
機
会
の

増
加
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。引
き
続

き
、よ
り
利
便
性
が
高
い
場
所
で
の
回

収
拠
点
の
増
設
や
、適
正
排
出
の
周
知
・

広
報
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

資
源
物
を
し
っ
か
り
と
分
け
て

地
域
集
団
回
収
や
回
収
ボ
ッ
ク

ス
に
出
す
こ
と
が
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な

が
る
こ
と
を
、
も
っ
と
積
極
的
に
周
知

す
べ
き
で
あ
る
。
市
民
の
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
と
資
源
循

環
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
所
見
を
問
う
。

今
後
と
も
、
市
民
に
分
か
り
や

す
い
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
そ
の
意
義
や
資
源
物
の
出
し

方
な
ど
に
つ
い
て
の
広
報
啓
発
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
ご
み
の

減
量
と
資
源
循
環
を
推
進
し
て
い
く
。

市
は
総
合
計
画
で
多
文
化
共
生

社
会
を
う
た
っ
て
い
る
。
外
国

人
は
日
本
人
と
同
じ
生
活
者
で
あ
り
、

外
国
人
に
対
す
る
デ
マ
や
差
別
は
許
さ

な
い
こ
と
を
明
言
す
る
と
と
も
に
、
デ

マ
や
差
別
発
言
を
認
識
し
た
際
は
、
迅

速
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
。

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
差
別
は
決
し

て
許
さ
れ
な
い
。外
国
人
に
生
活
の
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
交
流
に
よ
り
相

互
理
解
を
促
進
す
る
な
ど
、
多
文
化
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
む
。

外
国
人
人
口
の
割
合
が
市
内
全

体
的
に
増
え
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
多
文
化
共
生
の
見
え
る
化
や
交

流
・
理
解
促
進
な
ど
、
地
域
に
根
差
し

た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
段
階
に
き
て

い
る
。
市
の
多
文
化
共
生
社
会
を
形
成

す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
尋
ね
る
。

日
本
人
と
外
国
人
が
互
い
に
理

解
し
、認
め
合
う
多
文
化
共
生

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。ま
ず
は

在
住
外
国
人
が
日
本
の
風
土
・
文
化
や
、

生
活
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
理
解
す
る

必
要
が
あ
り
、地
域
住
民
も
外
国
人
を

知
り
、理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
大
都
市
か

ら
見
る
と
財
政
上
の
課
題
も
大

き
い
が
、
返
礼
品
競
争
に
は
参
加
せ

ず
、
市
の
施
策
や
魅
力
に
共
感
し
て
寄

附
し
て
も
ら
え
る
高
次
元
の
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
発
信
す
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
た
い
が
所
見
を
問
う
。

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
の
貴
重
な
財
源
と
し
て

大
切
に
使
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、よ
り

多
く
の
人
か
ら
市
の
施
策
や
事
業
に
共

感
を
得
ら
れ
、
地
域
の
魅
力
に
触
れ
て
、

応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
む
。

※
メ
タ
バ
ー
ス

　
英
語
の「
超
越（m

eta

）」と「
宇
宙（universe

）」を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た「
仮
想
空
間
」で
交
流
や
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し
む
場
所

※
産
後
ケ
ア
事
業

　
出
産
後
、心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
た
め
、自
宅
や
医
療
機
関
な
ど
で
、助
産
師
な
ど

の
専
門
職
が
育
児
相
談
や
母
親
の
体
調
管
理
な
ど

の
支
援
を
行
う
も
の

※
西
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト

　
欧
米
豪
旅
行
者
や
高
付
加
価
値
旅
行
者
を
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、官
民
が
連
携
し
、西
日
本
・
九
州

エ
リ
ア
へ
の
誘
客
と
広
域
観
光
推
進
に
取
り
組
む
も
の

録
画
映
像
は
こ
ち
ら

メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
不
登
校

児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
研
究
を

新　風

教　育

問 教
員
の
働
き
方
改
革
は
市
が
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き

自　民

教　育

問 障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
十
分
な

教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
を

無所属

教　育

答答答 問問 「
小
一
の
壁
」
を
社
会
全
体
で

受
け
止
め
る
取
り
組
み
を

公　明

子ども

答 問 産
後
ケ
ア
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
新　風

子ども

子
育
て
支
援
体
制
の
強
化
を

市民ク

子ども

問 誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育
を
実
現

す
る
た
め
の
実
態
把
握
調
査
を

無所属

教　育

答 問 新
天
町
・
パ
ル
コ
周
辺
街
区
等
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援
を

自　民  

まちづくり
社
会
福
祉
、保
健
衛
生
、住
宅
、

建
築
、都
市
計
画
、公
園
な
ど

子
ど
も
育
成
、教
育
な
ど

問 吉
武
高
木
遺
跡
の
魅
力
発
信
と
価

値
を
未
来
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を

自　民

文　化

問答答

答

祭
り
等
の
保
存
・
継
承
の
核
と
な
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
援
を

無所属

文　化

問答 博
多
港
に
お
け
る
新
た
な
日
韓

航
路
の
誘
致
に
取
り
組
む
べ
き

無所属

港　湾

問 Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
よ
り
多
様
な

国
々
か
ら
誘
客
を

公　明

観　光

商
工
業
、観
光
、文
化
、

農
林
水
産
業
、港
の
整
備
な
ど

※

国史跡吉武高木遺跡「やよいの風公園」

質
問
一
般

※

※

よ
し
た
け
た
か
ぎ

よ
し
た
け
た
か
ぎ
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全
国
で
も
、
多
種
多
様
な
手
法

で
学
校
を
休
み
が
ち
な
児
童
生

徒
へ
の
支
援
が
図
ら
れ
て
い
る
。
メ
タ

バ
ー
ス
を
活
用
し
た
伴
走
支
援
に
つ
い

て
、
市
は
積
極
的
に
研
究
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
伴
走
支
援
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
居
場
所
と
し
て
の

機
能
は
あ
る
が
、
参
加
状
況
等
が
確
認

で
き
な
い
と
い
う
安
全
管
理
等
の
課
題

も
あ
る
。
他
都
市
の
動
向
を
踏
ま
え
、

メ
タ
バ
ー
ス
等
の
新
し
い
仕
組
み
も
含

め
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

特
別
支
援
教
育
・
多
文
化
教
育

等
の
新
し
い
対
応
や
保
護
者
・

地
域
か
ら
の
多
様
な
期
待
等
に
よ
り
教

員
の
働
き
方
は
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
教
員
が
授
業
や
生
徒
指
導
に
専
念

で
き
る
環
境
づ
く
り
こ
そ
市
の
責
任
あ

る
働
き
方
改
革
と
考
え
る
が
所
見
を
。

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
最
大

限
引
き
出
し
、成
長
を
促
す
に

は
、学
校
、家
庭
、地
域
、行
政
が
連
携

し
、役
割
と
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ

る
。今
後
と
も
、教
育
委
員
会
と
連
携

し
、教
員
が
生
き
生
き
と
子
ど
も
と
向
き

合
え
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

発
達
に
特
性
が
あ
る
子
ど
も
の

生
き
づ
ら
さ
が
拡
大
し
な
い
サ

ポ
ー
ト
が
重
要
。
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
が
十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境

整
備
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
評
価
と
今
後
の
充
実
を
問
う
。

自
閉
症
・
情
緒
障
が
い
特
別
支

援
学
級
の
大
幅
な
増
設
な
ど
の

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
特
別
支

援
学
校
の
新
設
に
よ
り
職
業
教
育
に
重

点
を
置
い
た
教
育
で
就
労
の
幅
を
広
げ

て
い
る
。
今
後
と
も
、
一
人
一
人
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
多
様
な
学
び

の
場
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も

や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
つ
ま
び
ら
か
に

し
て
必
要
十
分
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
検

討
す
る
た
め
の
大
々
的
な
調
査
が
不
可

欠
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

教
育
に
お
け
る
課
題
や
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
す
る
中
で
、
教
育
施

策
を
推
進
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
実
態
や
ニ
ー

ズ
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
課
題
や
対
象
者
に
よ
り
適
切
な
方

法
を
と
り
な
が
ら
、
き
め
細
か
く
把
握

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
進
学
に
伴
い
、
生
活
ス

タ
イ
ル
が
変
わ
る
こ
と
で
仕
事

と
育
児
の
両
立
が
難
し
く
な
る
「
小
一

の
壁
」
を
、
家
庭
だ
け
で
な
く
社
会
全

体
で
受
け
止
め
る
こ
と
で
、
子
育
て
の

し
や
す
さ
を
さ
ら
に
実
感
で
き
る
市
に

な
る
と
期
待
す
る
が
市
長
の
所
見
を
。

市
で
は
社
会
全
体
で
子
ど
も
と

子
育
て
家
庭
を
見
守
る
と
と
も

に
、仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
な
ど
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
、引
き
続
き
、教
育
委
員

会
と
連
携
し
、子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

子
育
て
に
は
家
族
を
含
め
周
り

の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
乳
幼

児
を
持
つ
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
い
、
交
流
し
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み

を
相
談
で
き
る
場
は
あ
る
か
。
ま
た
、

市
役
所
で
も
シ
ニ
ア
世
代
の
育
児
参
加

を
促
進
す
る
孫
休
暇
の
導
入
検
討
を
。

子
ど
も
プ
ラ
ザ
を
市
内
14
カ
所

に
、
公
民
館
な
ど
に
地
域
の
見

守
り
の
も
と
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン
を
開

設
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
職
員
の
勤
務

条
件
に
つ
い
て
は
、
他
都
市
の
状
況
な

ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
方
公
務
員
法

に
基
づ
き
適
切
に
対
処
し
て
い
く
。

核
家
族
化
が
進
む
本
市
に
お
い

て
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
ニ
ー
ズ

は
と
て
も
高
く
、
産
後
を
社
会
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
さ
ら
な

る
充
実
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
受
け
皿
の
確
保
や

利
用
者
負
担
の
軽
減
な
ど
事
業
を
充
実

し
て
き
た
が
、
引
き
続
き
、
質
の
担
保

を
図
り
な
が
ら
、
受
け
皿
の
確
保
に
加

え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
利
用
し
や
す

い
事
業
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

吉
武
高
木
遺
跡
は
、
地
域
の
関

心
と
期
待
が
非
常
に
強
く
、
よ

り
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
、
潜
在
的

な
可
能
性
が
高
い
。
遺
跡
の
魅
力
を
発

信
し
、
そ
の
価
値
を
未
来
に
つ
な
ぐ
取

り
組
み
を
丁
寧
に
進
め
ら
れ
た
い
。
今

後
の
遺
跡
の
活
用
に
つ
い
て
所
見
を
。

市
民
が
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
持
ち
、
市
内
外
か
ら
の
来
訪

に
つ
な
が
る
よ
う
、
周
辺
を
巡
る
回
遊

ル
ー
ト
の
情
報
発
信
や
、
史
跡
に
つ
い

て
学
ぶ
場
の
提
供
な
ど
、
吉
武
高
木
遺

跡
の
活
用
に
つ
い
て
さ
ら
に
地
域
や
関
係

機
関
か
ら
意
見
を
求
め
て
い
き
た
い
。

祭
り
・
行
事
等
の
無
形
民
俗
文

化
財
を
保
存
・
継
承
し
て
い
く

た
め
の
課
題
と
な
る
、
自
治
を
支
え
る

核
と
な
る
住
民
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
全
の
視
点
で
の

施
策
が
不
十
分
と
考
え
る
が
所
見
を
。

無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
・
継

承
を
担
う
地
域
の
活
動
は
重
要

で
あ
り
、
博
多
祇
園
山
笠
等
の
地
域
団

体
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
支
援

を
郷
土
愛
の
醸
成
や
地
域
の
活
力
に
つ

な
げ
、
歴
史
・
文
化
資
源
の
魅
力
を
発

信
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
無
形
民

俗
文
化
財
の
保
存
・
継
承
に
取
り
組
む
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
世
界
に
発
信
す
る
な

ど
、
市
独
自
の
食
文
化
や
自
然

を
強
調
し
た
戦
略
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
新
た
な
モ

デ
ル
構
築
が
期
待
で
き
る
。
よ
り
多
様

な
国
々
か
ら
の
誘
客
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

観
光
消
費
の
拡
大
は
重
要
で
あ

り
、
質
の
高
い
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
開
発
や
西
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
て
市
の
魅
力
を
発
信
し
、

多
様
な
国
や
地
域
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
振
興
に
取
り
組
む
。

日
韓
航
路
は
30
年
以
上
に
わ
た

り
、
日
本
と
韓
国
、
本
市
と
釜

山
広
域
市
の
人
的
交
流
の
一
翼
を
担
っ

て
き
た
。
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ト
ル
の
撤
退

は
非
常
に
残
念
で
あ
り
、
今
後
、
航
路

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

博
多
港
と
釜
山
港
を
結
ぶ
船
舶

に
よ
る
日
韓
航
路
に
つ
い
て

は
、
30
年
以
上
に
わ
た
り
日
韓
の
人
的

交
流
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
航
路
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
、
実
績
の
あ

る
船
会
社
と
協
議
を
行
う
な
ど
、
航
路

誘
致
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
天
町
・
パ
ル
コ
周
辺
街
区
等

の
再
開
発
に
つ
い
て
は
、
天
神

の
中
心
部
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
官
民
が
連
携
し
て
取
り
組

ま
れ
た
い
。
市
と
し
て
も
国
と
補
助
制

度
活
用
の
協
議
を
進
め
る
な
ど
、
し
っ

か
り
支
援
さ
れ
た
い
が
所
見
を
問
う
。

公
共
性
の
高
い
都
市
基
盤
の
創

出
に
当
た
っ
て
は
、
官
民
連
携

し
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
建
物
の
耐
震

性
向
上
や
天
神
と
大
名
を
つ
な
ぐ
通
路

機
能
の
継
承
、
新
た
な
地
下
歩
行
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
向
け
、事
業
が
円
滑

に
進
む
よ
う
国
と
協
議
し
て
い
く
。

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡

地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

都
市
基
盤
整
備
の
今
後
の
予
定
は
。
ま

た
、
ま
ち
全
体
で
ス
マ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

を
ど
の
よ
う
に
実
装
さ
せ
て
い
く
の
か
。

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
令

和
７
年
秋
に
原
田
箱
崎
線
が
供

用
予
定
で
、
今
後
、
貝
塚
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
や
駅
前
広
場
の
整
備
に
着
手

す
る
。
優
先
交
渉
権
者
で
は
ス
マ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
を
ま
ち
全
体
で
実
装
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
市
も
連
携
し
て
便
利

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
サ
ー
ビ
ス
が
継

続
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

庭
木
の
管
理
が
行
き
届
い
て
い

な
い
住
居
に
つ
い
て
、
近
隣
住

民
か
ら
お
困
り
の
声
が
増
え
た
。
緑
を

増
や
す
こ
と
は
大
切
だ
が
、
迷
惑
を
被

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
ず
市
民

の
緑
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
が
必
要
だ

が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
向
け
所
見
を
。

行
政
、
市
民
、
企
業
等
す
べ
て

の
主
体
で
緑
を
守
り
、
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
大
事
で
、
市
民
の
意

識
の
醸
成
は
大
切
で
あ
る
。
今
後
と

も
、み
ど
り
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、市

民
や
企
業
等
と
の
共
働
に
よ
り
み
ど
り

の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

路
線
バ
ス
の
大
幅
減
便
対
策
に

つ
い
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

等
の
生
活
交
通
支
援
は
補
助
的
・
補
完

的
で
あ
り
、
既
存
の
バ
ス
路
線
の
維
持

が
重
要
で
あ
る
。
大
幅
な
減
便
に
、
今

後
、
市
は
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

今
後
と
も
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
、
交
通
事
業
者
と
連
携
し
、

バ
ス
路
線
維
持
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
条
例
に
基
づ
く
休
廃
止
対
策
や
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
支
援
拡
充
、
自
動

運
転
等
の
先
端
技
術
の
活
用
も
含
め
、

多
様
な
交
通
手
段
を
連
携
さ
せ
、
持
続

可
能
な
生
活
交
通
の
確
保
に
取
り
組
む
。

手
話
言
語
条
例
に
関
し
て
は
、

当
事
者
団
体
か
ら
の
請
願
を
始

め
、
条
例
制
定
を
求
め
る
質
問
も
行
っ

て
き
た
。国
は
手
話
施
策
推
進
法
を
、県

は
条
例
を
制
定
し
た
。
国
、
県
の
動
向

を
見
据
え
、
市
も
条
例
を
制
定
す
る
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
が
所
見
を
。

市
障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
に

お
い
て
基
本
理
念
を
定
め
、
区

役
所
へ
の
聴
覚
障
が
い
者
支
援
員
配
置

や
手
話
通
訳
者
派
遣
な
ど
の
手
話
施
策

を
推
進
し
て
い
る
。
本
条
例
は
手
話
を

言
語
に
含
む
と
し
て
お
り
、
引
き
続

き
、
手
話
施
策
の
推
進
に
取
り
組
む
。

６
月
、
最
高
裁
は
生
活
保
護
費

減
額
処
分
の
取
り
消
し
を
命
じ

る
判
決
を
下
し
た
。
国
に
差
額
の
遡
及

支
給
と
保
護
費
増
額
を
求
め
る
と
と
も

に
、
市
独
自
の
上
乗
せ
や
制
度
運
用
の

充
実
を
図
り
、
保
護
課
の
体
制
を
抜
本

的
に
強
化
す
べ
き
だ
が
答
弁
を
求
め
る
。

生
活
保
護
制
度
の
保
護
基
準
や

最
高
裁
判
決
は
、
国
に
お
い
て

適
切
に
対
応
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
制
度
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
専
門

知
識
を
有
す
る
人
材
の
配
置
な
ど
を
講

じ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
状
況
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

令
和
７
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た

手
話
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
を
踏
ま
え
、
市
に
お
け
る

障
が
い
者
の
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

の
拡
充
に
つ
い
て
市
長
の
決
意
を
問
う
。

聴
覚
障
が
い
者
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
や

支
援
員
の
配
置
、
避
難
情
報
配
信
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
情
報
発
信
な
ど
を
行
っ
て

い
る
が
、
本
法
律
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に

施
策
を
推
進
し
て
い
く
。
今
後
と
も
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
都
市
・
福
岡
の
実
現
に

向
け
、
し
っ
か
り
と
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
日
常
の
手

続
き
に
不
安
を
抱
え
る
人
が
増

え
て
お
り
、
成
年
後
見
制
度
は
、
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
心
強
い
仕

組
み
で
あ
る
。
市
と
し
て
制
度
を
広

め
、
利
用
を
支
え
る
た
め
の
拠
点
を
設

け
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
制
度
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

令
和
３
年
に
市
成
年
後
見
推
進

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
成
年
後

見
制
度
に
関
す
る
相
談
や
広
報
・
啓

発
、
成
年
後
見
人
の
支
援
等
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
後
見
人
等
の
報
酬
助
成

や
市
民
後
見
人
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

市
は
平
成
30
年
度
に
世
界
の
自

治
体
で
初
め
て
、
認
知
症
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ケ
ア
技
法
「
ユ
マ

ニ
チ
ュ
ー
ド
」
を
本
格
導
入
し
、
国
内

外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。
今
後
、

福
祉
分
野
を
含
め
、
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ

ー
都
市
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

平
成
30
年
に
認
知
症
フ
レ
ン
ド

リ
ー
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
始
し
、
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
普
及

促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
今
後
と
も
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、ア
ジ
ア
の
リ

ー
ダ
ー
都
市
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

市
の
清
掃
工
場
な
ど
に
お
い

て
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

不
適
切
な
廃
棄
に
よ
る
発
火
や
火
災
の

危
険
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
火
災
件
数

は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。
市
は
国
の

方
針
や
他
都
市
の
先
進
事
例
を
ど
う
分

析
し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

国
の
通
知
や
他
都
市
の
先
進
事

例
を
踏
ま
え
、回
収
体
制
の
強

化
や
普
及
啓
発
を
兼
ね
た
回
収
機
会
の

増
加
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。引
き
続

き
、よ
り
利
便
性
が
高
い
場
所
で
の
回

収
拠
点
の
増
設
や
、適
正
排
出
の
周
知
・

広
報
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

資
源
物
を
し
っ
か
り
と
分
け
て

地
域
集
団
回
収
や
回
収
ボ
ッ
ク

ス
に
出
す
こ
と
が
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な

が
る
こ
と
を
、
も
っ
と
積
極
的
に
周
知

す
べ
き
で
あ
る
。
市
民
の
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
と
資
源
循

環
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
所
見
を
問
う
。

今
後
と
も
、
市
民
に
分
か
り
や

す
い
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
そ
の
意
義
や
資
源
物
の
出
し

方
な
ど
に
つ
い
て
の
広
報
啓
発
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
ご
み
の

減
量
と
資
源
循
環
を
推
進
し
て
い
く
。

市
は
総
合
計
画
で
多
文
化
共
生

社
会
を
う
た
っ
て
い
る
。
外
国

人
は
日
本
人
と
同
じ
生
活
者
で
あ
り
、

外
国
人
に
対
す
る
デ
マ
や
差
別
は
許
さ

な
い
こ
と
を
明
言
す
る
と
と
も
に
、
デ

マ
や
差
別
発
言
を
認
識
し
た
際
は
、
迅

速
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
。

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
差
別
は
決
し

て
許
さ
れ
な
い
。外
国
人
に
生
活
の
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
交
流
に
よ
り
相

互
理
解
を
促
進
す
る
な
ど
、
多
文
化
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
む
。

外
国
人
人
口
の
割
合
が
市
内
全

体
的
に
増
え
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
多
文
化
共
生
の
見
え
る
化
や
交

流
・
理
解
促
進
な
ど
、
地
域
に
根
差
し

た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
段
階
に
き
て

い
る
。
市
の
多
文
化
共
生
社
会
を
形
成

す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
尋
ね
る
。

日
本
人
と
外
国
人
が
互
い
に
理

解
し
、認
め
合
う
多
文
化
共
生

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。ま
ず
は

在
住
外
国
人
が
日
本
の
風
土
・
文
化
や
、

生
活
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
理
解
す
る

必
要
が
あ
り
、地
域
住
民
も
外
国
人
を

知
り
、理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
大
都
市
か

ら
見
る
と
財
政
上
の
課
題
も
大

き
い
が
、
返
礼
品
競
争
に
は
参
加
せ

ず
、
市
の
施
策
や
魅
力
に
共
感
し
て
寄

附
し
て
も
ら
え
る
高
次
元
の
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
発
信
す
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
た
い
が
所
見
を
問
う
。

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
の
貴
重
な
財
源
と
し
て

大
切
に
使
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、よ
り

多
く
の
人
か
ら
市
の
施
策
や
事
業
に
共

感
を
得
ら
れ
、
地
域
の
魅
力
に
触
れ
て
、

応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
む
。

※
ス
マ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

　
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
の
解
決
、地
域
や
利
用
者

の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
、先
端
技
術
や
画
期
的
な

ア
イ
デ
ア
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
機
能

※
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

　
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、誰
で
も
必

要
な
情
報
に
簡
単
に
た
ど
り
着
け
、利
用
で
き
る
こ
と

答答

答 答答

問 問緑
を
悪
モ
ノ
に
し
な
い
よ
う
、

緑
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を

市民ク  

まちづくり

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地

の
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
を
問
う

自民新  

まちづくり

問 国
、
県
の
動
向
を
見
据
え
、

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

市民ク  

福　祉

答

答 答

問 成
年
後
見
制
度
の
広
報
や
支
援
に

つ
い
て
一
層
の
取
り
組
み
を

市民ク  

福　祉

問 ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
都
市
と
し
て

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
 ®の
普
及
促
進
を
自　民  

福　祉

問 生
活
保
護
制
度
の
充
実
と

実
施
体
制
の
強
化
を

共　産  

福　祉

問 聴
覚
障
が
い
者
の

情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
拡
充
を

公　明

福　祉

問 西
鉄
バ
ス
大
幅
減
便
へ
の
対
策
を

維　新  

交　通

総
合
計
画
、国
際
交
流
、財
政
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、防
災
な
ど

答 問 外
国
人
に
対
す
る
デ
マ
や
差
別
の

な
い
多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
を

共　産

共　生

問 多
文
化
共
生
の
見
え
る
化
な
ど
地

域
に
根
差
し
た
取
り
組
み
強
化
を

無所属

共　生

答 答問 施
策
や
魅
力
に
共
感
し
寄
附
し
て

も
ら
え
る
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

自　民

財　政

問答

答

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

回
収
体
制
の
強
化
と
周
知
啓
発
を

維　新

環　境

問 リ
サ
イ
ク
ル
意
識
を
高
め
、
さ
ら

な
る
ご
み
減
量
と
資
源
循
環
を

自民新

環　境

環
境
、道
路
、下
水
道
、河
川
、

消
防
、水
道
、地
下
鉄
な
ど

福岡市聴覚障がい者情報センターでの
手話奉仕員養成講座の様子

●
公
民
館
を
活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

型
の
不
登
校
サ
ポ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

●
保
育
園・幼
稚
園
か
ら
小
学
校
へ
の
架
け
橋

期
に
お
け
る
教
育
の
充
実
に
向
け
て 

●
福
岡
市
漁
港
で
の
無
許
可
貸
し
を
本
市
が

黙
認
し
て
い
た
問
題
に
つ
い
て

●
障
が
い
の
あ
る
人
と
企
業
の
就
労
ア
セ
ス

メ
ン
ト
支
援
に
つ
い
て

●
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
の
な
い
エ
リ
ア
の

買
い
物
支
援
に
つ
い
て

●
フ
ロ
ン
類
の
排
出
削
減
と
自
然
冷
媒
の
導

入
に
つ
い
て

こ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

※

※

そ
き
ゅ
う



令和７年（2025年）11月15日 No.169ふくおか市議会だより

次の議会は12月11日開会予定です。詳しい日程は、市議会ホームページやⅩ（旧Twitter）、市役所・区役所・出張所・地下鉄駅構内などのポスターでお知らせします。

4

ベスト電器スタジアム（博多区東平尾公園）
での試合予定（２月14日まで）

試合日

※日程は変更となる場合があります。
　事前にアビスパ福岡ホームページでご確認ください。

開始時間 対戦相手

応援しよう!!　アビスパ福岡

午後２時 ガンバ大阪　　　　　11月30日（日）
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次号は、２月15日発行予定です。
ホームページ X（旧Twitter）議会中継

電話  711-4749　FAX  733-5869
メール  chosa.CCS@city.fukuoka.lg.jp

※常任委員会での審査・調査の詳細については、
毎月発行の議会月報に掲載しています。議会
月報は総合図書館、各区の図書館、情報プラザ
（市役所１階）などで閲覧できます。また、市議会
ホームページの「会議録」にも掲載しています。
（議会月報やホームページへの掲載には、３カ月
程度を要します。）
※常任委員会は傍聴することができます。（人数
には限りがあります。）

【問い合わせ先】
 議会事務局議事課（市役所議会棟8階） 
      711‒4746 　    733‒5869電話 FAX

決算特別委員会
　決算特別委員会は、前年度の決算に関する議案を審査するための特別委員会です。市長
から提出された決算関係議案について、総会と分科会（常任委員会と同じ構成）で、予算が
適切に使われたか、事業の成果はどうかなどについて、詳しく審査しています。

　令和６年度の決算関係議案を審査するため、決算特別委員会を９月３日に設置し（監
査委員を除く全議員で構成）、９月18日から10月７日まで審査しました。

決算特別委員会の設置

意見書
　市議会は、国会や関係省庁などへ市民生活
に関係のある問題について意見や要望を伝
えるため、意見書を提出することができま
す。本定例会では３件の意見書案を可決しま
した。要旨は次の通りです。全文は市議会
ホームページの「議案・会議結果」からご覧
いただけます。

常任委員会の動き
（６月19日～10月８日）

「令和７年度福岡市一般会
計補正予算案（第２号）」な
ど５件の議案審査など

「令和７年度福岡市一般会
計補正予算案（第２号）」な
ど５件の議案審査、「旧柏原
公民館への児童館の設置に
ついて」など３件の請願審
査など

「福岡市営渡船（志賀・博多
間）新船製造請負契約の締
結について」など２件の議
案審査など

「令和７年度福岡市一般会
計補正予算案（第２号）」な
ど５件の議案審査など

「令和７年度福岡市一般会
計補正予算案（第２号）」な
ど７件の議案審査、「巨大倉
庫から周辺環境に調和した
建物への計画変更指導につ
いて（箱崎四丁目地区）」の
請願審査など

委員会名 案　　件

総務財政
委員会

教育こども
委員会

経済振興
委員会

福祉都市
委員会

生活環境
委員会

委 員 長　　篠原　達也
副委員長　　堀内　徹夫　　とみながひろゆき　　落石　俊則
　　　　　　勝山　信吾　　今林ひであき

　市長から提出された決算関
係議案は決算議案20件、関連
議案３件の計23件（一般会計
１件、特別会計13件、公営企業
会計９件）です。総会や分科会
で審査した結果、全ての決算関
係議案を全員賛成または賛成
多数で認定・可決すべきものと
決定しました。

決算特別委員会の審査結果

■自由民主党福岡市議団
　決算関係議案23件全てに賛成
■公明党福岡市議団
　決算関係議案23件全てに賛成
■福岡市民クラブ
　一般会計、特別会計１件、公営企業会計２件の議案に反対
■日本維新の会福岡市議団
　決算関係議案23件全てに賛成
■日本共産党福岡市議団
　一般会計、特別会計９件、公営企業会計６件の議案に反対
■自民党新福岡
　決算関係議案23件全てに賛成
■新しい風ふくおか
　決算関係議案23件全てに賛成

各会派の賛否

ほりうち

いまはやし

てつお おちいし としのり

かつやま しんご

しのはら たつや

姉妹都市との交流

　姉妹都市締結20周年を迎えたアメリカ・
アトランタ市に、８月19日から24日までの
間、福岡市議会として友好訪問団（団長：
平畑雅博議長）を派遣しました。期間中、
アトランタ市議会への表敬訪問のほか、
ジョージア日米協会との交流や記念行事へ
の参加などを行いました。

議員の資産等報告書等の審査結果
　議員の資産等報告書等を審査する福岡
市政治倫理審査会が７月18日に開催さ
れました。
　議員から提出された次の各報告書につ
いて、記載事項に疑義がないかなどが審
査された結果、「特に指摘すべき事項はな
い」との審査報告がなされました。

【閲覧場所および問い合わせ先】
議会事務局調査法制課（市役所議会棟8階） 
      711‒4749　    733‒5869電話 FAX

・資産等報告書
 （令和６年12月31日現在所有する資産等）
・所得等報告書
 （令和６年分の所得等）
・関連会社等報告書
 （令和７年４月１日現在役員等に就い
　 ている会社の名称等）
※審査報告書および上記の各報告書は閲覧でき
ます。閲覧時間は午前８時45分～午後５時30
分です。（土・日・祝日・年末年始を除く）

議会要覧を販売しています
　議会および市政全般の基本事項につい
て分かりやすく掲載したハンドブック「議
会要覧　令和７年版」を市役所１階の情報
プラザで販売しています。（１冊1,080円）
　なお、本書の内容は、市議会ホームペー
ジの「議会中継／発行物等」に掲載してい
ます。

　子どもたちの教育水準を向上させ、豊
かな学びを保障するため、十分な教育予
算を確保することが重要です。子どもた
ちの教育環境を更に改善していくため、
地方自治体の教育予算の拡充を図るよう
要請するものです。

 〈全員賛成〉

本会議での賛否はこちら→

●教育予算の拡充を

　増大する地方自治体の財政需要に見合
う地方一般財源総額の確保や、地方交付
税の法定率の引上げ、地方創生推進費の
現行水準の確保及び恒久的財源への位置
付けなどを行うよう要請するものです。

 〈全員賛成〉●地方財政の充実・強化を

　ＯＴＣ類似薬（処方薬のうち一般用医薬
品と成分や効能が同じ薬剤）の保険給付
の在り方の見直しに際し、保険適用除外
をしないことを含めて慎重な検討を行う
よう要請するものです。

 〈賛成多数〉
●ＯＴＣ類似薬の保険適用除外について
　慎重な検討を

９月定例会で結論が出た請願

福岡市議会アトランタ市友好訪問団の派遣

不採択
○旧柏原公民館への児童館の設置について

ひらはた まさひろ
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